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し続けるためのバックアップです。極端に言えば、ク

ラッシュが長引くと、あなたは交換されてしまうこと

もあり得るということです。 

さて、家庭の場合はどうでしょう。災害が発生した

瞬間から、リカバリを行うための「あなたのバックア

ップ」が必要となるのです。しかし、家庭においては

日常的に「あなたに代わるサポートシステム」は構築

されていない場合が大半です。「あなたに代わるサポー

トシステム」とは「家庭の防災力」をさしています。 

「家庭の防災力」は小さな単位で日

常的に活動しているために、少数精

鋭でなければ成らないのですが、現

代社会においては「核家族化」が進

み、家庭内にサポート要員がいない

場合が多いのです。その様な日常生 

活に、災害が発生すると、その瞬間自宅に家族全員が

いれば、リカバリを起動させることも可能ですが、仕

事・学校・旅行などで自宅にいない場合、あなたのや

るべきリカバリが起動せず、クラッシュからの再起動

すらかけることができない状態が起こるのです。 

そこであなたのバックアップとなるのが、日頃の家

庭内における防災会議・防災訓練です。家族全員が災

害に対処できるスキル（能力）を身につけておき、災

害発生の瞬間から、その場にいるものだけでリカバリ

を起動させるということです。でも、家族に災害に対

処できるスキル（能力）や、災害に対処可能な体力が

少ない場合を考えると、地域コミュニティ（近所付き

合い）があなたのリカバリを補助してくれるのです。

その補助力（地域コミュニティ力）をアップさせるも

のとして、「あいさつ」は必須アイテムとなるのです。

「あいさつをする」という簡単なことで、あなたのバ

ックアップが日々構築されます。当然、昨日より今日、

今日より明日と進化しつづけ、リカバリが必要なとき

には、最良のバックアップデータを使用して最短でリ

カバリができるでしょう。 

加古川グリーンシティに 

は、あなたのバックアップ 

を構築するためのアイテム 

「町内チャンピオンマップ 

登録制度」があります。 

登録することで、みんなで 

みんなを守り、災害から生 

き残るためのシステムです。 

みんなで登録し、災害から 

あなたとあなたの大切な人 

を守りましょう。 

 パソコンのデータがクラッシュや予期せぬ事象で喪

失。その時、あなたはリカバリディスクの作成やバック

アップを、定期的に行っておけば良かったと悔やむでし

ょう。戻ってこないデータ等は、 

作り直しのできるものは良いかも 

しれませんが、大切な写真や音楽 

は戻ってきません。大抵の人は一 

度その様な目に遭うと必ずバック 

アップをとるようになるはずです。 

企業では、当たり前に行われているデータ保護です。で

は、あなた自身に置き換えた場合、どう考えればよいで

しょうか。 

「あなたのバックアップは定期的にとっていますか？」

「あなたをリカバリするデータは用意していますか？」

と聞かれた場合、あなたはどう答えるのでしょうか？「私

は人間。パソコンでもないのにバックアップなんて」と

思っているあなたは、非常に危険な生活を日々送ってい

ることに気がついていないのです。これだけ頻繁に災害

が発生するのに、毎日生死を分ける綱渡りのような生活

をしているのと同じということです。 

災害が発生したその瞬間、あなたの生活はクラッシ

ュ！その場合の対処法を考えてみましょう。 

まず、災害発生時のリカバリについ

て考えてみましょう。この場合の「リ

カバリ」とは、災害が発生し被災をし

てしまう前の生活に戻すことを考えま

す。時間はかかりますが、少しずつで

も復旧復興に向けて歩むことです。人

それぞれに、リカバリにかかる時間は違います。それは、

つぎに述べるバックアップの違いによって、復旧復興の

スピードに差がでるということになります。 

では、バックアップとは何をすれば良いのか。災害が

発生したその瞬間から、リカバリを行うための「あなた

のバックアップデータ」が必要となるのです。家庭や仕

事場で、あなた自身に代わるものを意味します。一度災

害が発生すれば、普段の生活から一変します。つまり「日

常」から「非日常」になるということです。 

会社や職場の場合、あなたに代わって仕事をするシス

テムは、現代社会において構築されている場合が多いで

しょう。「完全にあなたに代わって」というわけではない

でしょうが、もし災害発生で職場に行くことができない

場合に「あなたに代わるサポートシステム」は構築され

ているでしょう。それらは普段から機能している場合が

多く、あなたの休暇中や入院した場合など、日常的にバ

ックアップ体制が組まれているでしょう。しかし、これ

はあなたのバックアップと言うよりも、会社全体が稼働


